
 

 

資料４ 

 

平成２９年１月１９日 

 

『在宅介護実態調査』の実施について 

 

１ 調査の目的 

 第７期介護保険事業計画（平成３０～３２年度）の策定において、これまでの「地域包括

ケアシステムの構築」という観点に加え、「介護離職をなくしていくためにはどのようなサー

ビスが必要か」といった観点も盛り込むため、「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族

等介護者の就労継続」の実現に向けた介護サービスの在り方を検討するための基礎的資料と

することを目的としています。 

２ 調査の対象と調査方法 （調査項目等については別紙） 

調査の対象 調査方法 調査票 

①在宅で生活している要支援・要介護者のうち「要支

援・要介護認定の更新申請・区分変更申請」をして

いる人で、平成２８年１２月１日から平成２９年２

月２８日までの期間に認定調査の対象となる方 

「認定調査員」によ

る聞き取り調査 
調査票 A 

②①の方に「家族・親族の方の介護がある場合」は、

ご家族様等 

認定調査時の立会時

に直接記載 
調査票 B 

    

３ サンプル数 

  概ね ６００件程度 

  ※国が示す本調査の分析に望ましいサンプル数 

  

４ 調査スケジュール 

  平成２８年１２月１日～平成２９年２月２８日  調査実施（随時、結果入力） 

  平成２９年３月１日～平成２９年３月３１日   結果入力・分析 

平成２９年４月                報告書作成 

                             

５ 実施状況（平成２９年１月１２日現在） 

 （１）配布件数  ７８０件  

 （２）回収件数  ５９５件  

  ※調査票の配布は事業者への認定調査依頼書に添付して配布し、回収は認定調査結果と

一緒に行っています。  

※調査実施の可否は、認定調査員がご本人等の様子をみて判断しています。 
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